
 

北 電 原 第 ５ １ 号 

令 和 ２ 年 ５ 月 ２ ９ 日 

 

 

原子力規制委員会 殿 

 

                                                  札幌市中央区大通東１丁目２番地 

北海道電力株式会社 

代表取締役社長  藤井 裕 

 

 

 

泊発電所原子炉施設保安規定変更認可申請書の補正について 

 

 

 

 核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第４３条の３の２４第１項の規定に

基づき、平成２５年７月８日付 北電原第１３１号をもって変更認可申請（平成２８年９月８日

付 北電原第７９号、平成２９年１２月８日付 北電原第１２３号で一部補正）しました、泊発

電所原子炉施設保安規定変更認可申請書について、下記のとおり補正いたします。 

 

 

記 

 

 

 泊発電所原子炉施設保安規定変更認可申請書の本文及び別添（泊発電所原子炉施設保安規定

変更比較表）について、以下のとおり一部補正する。 

 ・本文のうち「１．変更の内容」（別紙）及び「２．変更の理由」を添付１のとおり補正する。 

 ・別添（泊発電所原子炉施設保安規定変更比較表）を添付２のとおり補正する。 

 

以 上 

  



 

 

（補正の理由） 

  平成２５年７月８日付 北電原第１３１号をもって変更認可申請（平成２８年９月８日付 北電原

第７９号、平成２９年１２月８日付 北電原第１２３号で一部補正）した泊発電所原子炉施設保安

規定変更認可申請書のうち、令和２年４月１日に施行された核原料物質、核燃料物質及び原子炉の

規制に関する法律に係る事項について、別途保安規定変更認可申請を行うため、重複する内容を取

り下げる補正を行う。 

 

 

1



 

 

添付１ 

１．変更の内容 

昭和63年9月29日付63資庁第8339号をもって認可を受け、別紙のとおり変更認可を受けた泊発

電所原子炉施設保安規定の記述を別添の泊発電所原子炉施設保安規定変更比較表の変更後の欄の

とおり変更する。（ただし、下線は含まない。） 

   

２．変更の理由 

（１) 原子力規制委員会設置法の一部の施行に伴う関係規則の整備等に伴う変更 

   原子力規制委員会設置法の一部の施行に伴い、関係規則の整備等が行われ、実用発電用原子

炉の設置、運転等に関する規則(以下、「実用炉規則」という。）等が改正されたことから、関

連する保安規定条文の変更および新規条文の追加を行う。 

 ・第３条（品質保証計画） 

 ・第５条（保安に関する職務） 

 ・第17条（地震・火災等発生時の措置） 

 ・第17条の２（火災発生時における原子炉施設の保全のための活動を行う体制の整備） 

【新規追加】 

 ・第17条の３（内部溢水発生時における原子炉施設の保全のための活動を行う体制の整備） 

【新規追加】 

 ・第17条の４（重大事故等発生時における原子炉施設の保全のための活動を行う体制の整備） 

【新規追加】 

 ・第17条の５（大規模損壊発生時における原子炉施設の保全のための活動を行う体制の整備） 

【新規追加】 

 ・第74条（ディーゼル発電機の燃料油、潤滑油および始動用空気） 

 ・第83条の２（安全注入系逆止弁漏えい検査の実施） 

 ・第84条（重大事故対処設備）【新規追加】（３号炉） 

   （第84条（重大事故対処設備）の追加に伴い、現行の第84条（安全注入系逆止弁漏えい検

査の実施）は第83条の２（安全注入系逆止弁漏えい検査の実施）に条番号を変更する。） 

 ・第85条（運転上の制限の確認） 

 ・第91条（異常収束後の措置） 

 ・付則 

 

３．施行期日 

この規定は、原子力規制委員会の認可を受けた日から１０日以内に施行する。 

 

以  上 
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別 紙 

 

泊発電所原子炉施設保安規定変更認可の経緯 
 

 認 可 年 月 日 認 可 証 番 号 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

平成元年 3月31日 

平成 2年 3月23日 

平成 2年 5月31日 

平成 3年 4月 1日 

平成 5年 3月30日 

平成 6年12月15日 

平成 8年10月11日 

平成13年 1月 5日 

平成13年 2月23日 

平成13年 3月30日 

平成13年10月29日 

平成14年 7月15日 

平成14年10月22日 

平成15年 1月16日 

平成16年 5月20日 

平成17年 3月31日 

平成17年 7月27日 

平成18年 2月22日 

平成18年12月19日 

平成19年 7月 5日 

平成19年12月13日 

 

平成20年 4月 1日 

平成20年 6月18日 

平成20年 8月22日 

平成20年12月12日 

平成21年 4月20日 

平成21年11月19日 

平成22年 3月 8日 

平成22年 7月23日 

平成23年 5月 6日 

平成23年 5月11日 

平成23年 7月22日 

平成24年 9月 6日 

平成25年 5月15日 

平成26年 9月18日 

平成28年 3月24日 

平成28年10月26日 

元資庁第 3498号 

２資庁第 1878号 

２資庁第 5848号 

３資庁第 2003号 

５資庁第 1830号 

６資庁第13397号 

８資庁第10163号 

平成12･09･20資第 5号 

平成13･02･16原第 2号 

平成13･03･23原第14号 

平成13･10･11原第 2号 

平成14･06･27原第 2号 

平成14･09･30原第 6号 

平成14･12･18原第12号 

平成15･12･25原第 7号 

平成17･03･10原第25号 

平成17･07･21原第 4号 

平成18･01･31原第11号 

平成18･11･21原第18号 

平成19･06･14原第 1号 

平成19.09.28原第27号 

平成19･11･30原第 7号 

平成20･03･05原第 2号 

平成20･05･22原第 8号 

平成20･07･11原第31号 

平成20･10･31原第 9号 

平成21･03･23原第23号 

平成21･10･15原第 4号 

平成22･02･01原第11号 

平成22･06･16原第 2号 

平成23･04･08原第36号 

平成23･04･21原第 6号 

平成23･06･14原第21号 

20120726原第15号 

原管P収第130219002号 

原規規発第1409183号 

原規規発第1603247号 

原規規発第1610266号 
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泊発電所原子炉施設保安規定変更認可の経緯（続き） 
 

 認 可 年 月 日 認 可 証 番 号 

38 

39 

平成30年 3月19日 

令和元年 5月27日 

原規規発第1803192号 

原規規発第1905273号 
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添付２ 

 

別 添 

 

 

 

 

 

 

 

泊発電所原子炉施設保安規定変更比較表 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泊発電所の発電用原子炉設置変更許可(３号発電用原子炉施設の変更)

と同時に申請する３号発電用原子炉施設用の保安規定変更比較表 
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泊
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
比
較
表
（
1／

2）
 

【
第
２
章

 
品
質
保
証
】

 

 

変
更
前
 

変
更
後
 

備
 
考
 

 

表
３
－
１
（
続
き
）

 

 

文
書
番
号
 

文
書
名
 

承
認
者

 
管
理
箇
所
 

第
４
条
以
降
の
 

保
安
規
定
対
照
条
文

※
１
 

二 次 文 書  

R
-
30
-2
12
 

泊
発
電
所
原
子
力
災
害
対
策
要
領
 

所
長
 

泊
発
電
所
防
災
・
安
全
対
策

室
 

第
1
19

条
、
第

1
20

条
、

 

第
1
21

条
～
第

1
27

条
、

 

第
1
28

条
 

R
-
30
-2
13
 

泊
発
電
所
設
計
管
理
要
領
 

所
長
 

泊
発
電
所
原
子
力
安
全
・
品

質
保
証
室
 

 

R
-
30
-2
14
 

泊
発
電
所
調
達
管
理
要
領
 

所
長
 

泊
発
電
所
原
子
力
安
全
・
品

質
保
証
室
 

 

R
-
30
-2
15
 

泊
発
電
所
試
験
お
よ
び
検
査
の
管

理
要
領
 

所
長
 

泊
発
電
所
原
子
力
安
全
・
品

質
保
証
室
 

 

R
-
30
-2
16
 

泊
発
電
所
検
査
・
試
験
要
員
の
独

立
の
程
度
に
係
る
運
用
要
領
 

所
長
 

泊
発
電
所
原
子
力
安
全
・
品

質
保
証
室
 

 

R
-
30
-2
17
 

泊
発
電
所
不
適
合
是
正
管
理
要
領
 

所
長
 

泊
発
電
所
原
子
力
安
全
・
品

質
保
証
室
 

 

R
-
30
-2
18
 

泊
発
電
所
ト
ラ
ブ
ル
情
報
検
討
要

領
 

所
長
 

泊
発
電
所
保
全
計
画
課
 

 

R
-
30
-2
19
 

泊
発
電
所
初
期
消
火
対
応
要
領
 

所
長
 

泊
発
電
所
運
営
課
 

第
1
7
条
 

R
-
30
-2
20
 

泊
発
電
所
津
波
に
よ
る
電
源
機
能

等
喪
失
時
対
応
要
領
 

所
長
 

泊
発
電
所
運
営
課
 

第
1
7
条
の
２
 

R
-
30
-2
21
 

泊
発
電
所
緊
急
作
業
従
事
者
管
理

要
領
 

所
長
 

泊
発
電
所
防
災
・
安
全
対
策

室
 

第
1
20

条
の
２
、
 

第
1
27

条
の
２
 

  ※
１
：
 
第
３
条
と
社
内
規
程
と
の
対
照
は
、
表
３
－
２
 
本
品
質
保
証
計
画
と
社
内
規
程
の
対
照
表
に
よ
る
。
 

 

表
３
－
１
（
続
き
）

 

 

文
書
番
号
 

文
書
名
 

承
認
者
 

管
理
箇
所
 

第
４
条
以
降
の

 

保
安
規
定
対
照
条
文

※
１
 

二 次 文 書 

R
-
30
-2
12
 

泊
発
電
所
原
子
力
災
害
対
策
要
領

 
所
長
 

泊
発
電
所
防
災
・
安
全
対
策

室
 

第
1
19

条
、
第

1
20

条
、
 

第
1
21

条
～
第

1
27

条
、
 

第
1
28

条
 

R
-
30
-2
13
 

泊
発
電
所
設
計
管
理
要
領
 

所
長
 

泊
発
電
所
原
子
力
安
全
・
品

質
保
証
室
 

 

R
-
30
-2
14
 

泊
発
電
所
調
達
管
理
要
領
 

所
長
 

泊
発
電
所
原
子
力
安
全
・
品

質
保
証
室
 

 

R
-
30
-2
15
 

泊
発
電
所
試
験
お
よ
び
検
査
の
管

理
要
領
 

所
長
 

泊
発
電
所
原
子
力
安
全
・
品

質
保
証
室
 

 

R
-
30
-2
16
 

泊
発
電
所
検
査
・
試
験
要
員
の
独

立
の
程
度
に
係
る
運
用
要
領
 

所
長
 

泊
発
電
所
原
子
力
安
全
・
品

質
保
証
室
 

 

R
-
30
-2
17
 

泊
発
電
所
不
適
合
是
正
管
理
要
領

 
所
長
 

泊
発
電
所
原
子
力
安
全
・
品

質
保
証
室
 

 

R
-
30
-2
18
 

泊
発
電
所
ト
ラ
ブ
ル
情
報
検
討
要

領
 

所
長
 

泊
発
電
所
保
全
計
画
課
 

 

R
-
30
-2
19
 

泊
発
電
所
火
災
発
生
時
対
応
要
領

 
所
長
 

泊
発
電
所
運
営
課
 

第
1
7
条
の
２

 

R
-
30
-2
20
 

泊
発
電
所
重
大
事
故
等
発
生
時
お

よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
対
応
要

領
 

所
長
 

泊
発
電
所
運
営
課
 

第
1
7
条
の
４

 

第
1
7
条
の
５

 

R
-
30
-2
21
 

泊
発
電
所
緊
急
作
業
従
事
者
管
理

要
領
 

所
長
 

泊
発
電
所
防
災
・
安
全
対
策

室
 

第
1
20

条
の
２
、

 

第
1
27

条
の
２

 

R
-
30
-2
23
 

泊
発
電
所
内
部
溢
水
発
生
時
対
応

要
領
 

所
長
 

泊
発
電
所
運
営
課
 

第
1
7
条
の
３

 

※
１
：
 
第
３
条
と
社
内
規
程
と
の
対
照
は
、
表
３
－
２
 
本
品
質
保
証
計
画
と
社
内
規
程
の
対
照
表
に
よ
る
。

 

 

                         ・
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置

法
の
一
部
の
施
行
に
伴
う

関
係
規
則
の
整
備
等
に
伴

う
変
更
（
以
下
、
本
頁
に
お

い
て
同
様
。）
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泊
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
比
較
表
（
2／

2）
 

【
第
２
章

 
品
質
保
証
】

 

変
更
前
 

変
更
後
 

備
 
考
 

表
３
－
２

 
（
続
き
）
 

本
品
質
保
証
計
画
（
第
３
条
）

 
社
内
規
程

 

一
次
文
書

 
二
次
文
書

 

７
 業

務
の
計
画

 

お
よ
び
実
施

 

7.
1 
業
務
の
計
画

 
 

原 子 力 総 合 品 質 保 証 規 程 ＊ １  

原 子 力 品 質 保 証 計 画 書 ＊ １ ・ 泊 発 電 所 品 質 保 証 計 画 書 ＊ ２  

泊
発
電
所
運
転
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
化
学
管
理
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
燃
料
管
理
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
放
射
線
管
理
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
保
修
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
原
子
力
災
害
対
策
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
ト
ラ
ブ
ル
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
初
期
消
火
対
応
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
津
波
に
よ
る
電
源
機
能
等
喪
失
時
対
応
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
原
子
炉
施
設
の
高
経
年
化
対
策
検
討
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
緊
急
作
業
従
事
者
管
理
要
領
＊
２

 

原
子
力
緊
急
作
業
従
事
者
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

7.
2 
業
務
に
対
す
る
要
求

 

事
項
に
関
す
る
プ
ロ
セ

 

ス
 

7.
2.
1 
業
務
に
対
す
る
要
求

 

事
項
の
明
確
化

 

7.
2.
2 
業
務
に
対
す
る
要
求

 

事
項
の
レ
ビ
ュ
ー

 

7.
2.
3 
外
部
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

 

ー
シ
ョ
ン

 

原
子
力
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
計
画
管
理
要
領
＊
２

 

7.
3 
設
計
・
開
発

 

7.
3.
1 
設
計
の
計
画

 
原
子
力
設
計
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
設
計
管
理
要
領
＊
２

 
7.
3.
2 
設
計
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト

 

7.
3.
3 
設
計
か
ら
の
ア
ウ
ト

 

プ
ッ
ト

 

原
子
力
設
計
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
設
計
管
理
要
領
＊
２

 

原
子
力
文
書
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
文
書
管
理
要
領
＊
２

 

7.
3.
4 
設
計
の
レ
ビ
ュ
ー

 
原
子
力
設
計
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
設
計
管
理
要
領
＊
２

 
7.
3.
5 
設
計
の
検
証

 

7.
3.
6 
設
計
の
妥
当
性
確
認

 
原
子
力
設
計
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
設
計
管
理
要
領
＊
２

 

7.
3.
7 
設
計
の
変
更
管
理

 

原
子
力
設
計
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
設
計
管
理
要
領
＊
２

 

原
子
力
文
書
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
文
書
管
理
要
領
＊
２

 

7.
4 
調
達

 

7.
4.
1 
調
達
プ
ロ
セ
ス

 
原
子
力
調
達
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
調
達
管
理
要
領
＊
２

 

7.
4.
2 
調
達
要
求
事
項

 

原
子
力
調
達
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
調
達
管
理
要
領
＊
２

 

原
子
力
文
書
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
文
書
管
理
要
領
＊
２

 

7.
4.
3 
調
達
製
品
の
検
証

 
原
子
力
調
達
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
調
達
管
理
要
領
＊
２

 

7.
5 
業
務
の
実
施

 

7.
5.
1 
業
務
の
管
理

 

泊
発
電
所
運
転
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
化
学
管
理
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
燃
料
管
理
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
放
射
線
管
理
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
保
修
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
原
子
力
災
害
対
策
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
ト
ラ
ブ
ル
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
初
期
消
火
対
応
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
津
波
に
よ
る
電
源
機
能
等
喪
失
時
対
応
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
原
子
炉
施
設
の
高
経
年
化
対
策
検
討
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
緊
急
作
業
従
事
者
管
理
要
領
＊
２

 

原
子
力
緊
急
作
業
従
事
者
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

7.
5.
2 
業
務
に
関
す
る
プ
ロ

 

セ
ス
の
妥
当
性
確
認

 

7.
5.
3 
識
別
お
よ
び
ト
レ
ー

 

サ
ビ
リ
テ
ィ

 

7.
5.
4 
組
織
外
の
所
有
物

 
 

7.
5.
5 
調
達
製
品
の
保
存

 
泊
発
電
所
調
達
管
理
要
領
＊
２

 

7.
6 
監
視
機
器
お
よ
び

 

測
定
機
器
の
管
理

 
 

泊
発
電
所
運
転
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
化
学
管
理
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
燃
料
管
理
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
放
射
線
管
理
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
保
修
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
原
子
力
災
害
対
策
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
初
期
消
火
対
応
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
津
波
に
よ
る
電
源
機
能
等
喪
失
時
対
応
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
緊
急
作
業
従
事
者
管
理
要
領
＊
２

 

（
注
略
）

 

  

表
３
－
２
 
（
続
き
）
 

本
品
質
保
証
計
画
（
第
３
条
）

 
社
内
規
程

 

一
次
文
書

 
二
次
文
書

 

７
 
業
務
の
計
画

 

お
よ
び
実
施

 

7.
1 
業
務
の
計
画

 
 

原 子 力 総 合 品 質 保 証 規 程 ＊ １  

原 子 力 品 質 保 証 計 画 書 ＊ １ ・ 泊 発 電 所 品 質 保 証 計 画 書 ＊ ２  

泊
発
電
所
運
転
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
化
学
管
理
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
燃
料
管
理
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
放
射
線
管
理
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
保
修
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
原
子
力
災
害
対
策
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
ト
ラ
ブ
ル
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
火
災
発
生
時
対
応
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
重
大
事
故
等
発
生
時
お
よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
対
応

要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
内
部
溢
水
発
生
時
対
応
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
原
子
炉
施
設
の
高
経
年
化
対
策
検
討
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
緊
急
作
業
従
事
者
管
理
要
領
＊
２

 

原
子
力
緊
急
作
業
従
事
者
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

7.
2 
業
務
に
対
す
る
要
求

 

事
項
に
関
す
る
プ
ロ
セ

 

ス
 

7.
2.
1 
業
務
に
対
す
る
要
求

 

事
項
の
明
確
化

 

7.
2.
2 
業
務
に
対
す
る
要
求

 

事
項
の
レ
ビ
ュ
ー

 

7.
2.
3 
外
部
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

 

ー
シ
ョ
ン

 

原
子
力
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
計
画
管
理
要
領
＊
２

 

7.
3 
設
計
・
開
発

 

7.
3.
1 
設
計
の
計
画

 
原
子
力
設
計
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
設
計
管
理
要
領
＊
２

 
7.
3.
2 
設
計
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト

 

7.
3.
3 
設
計
か
ら
の
ア
ウ
ト

 

プ
ッ
ト

 

原
子
力
設
計
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
設
計
管
理
要
領
＊
２

 

原
子
力
文
書
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
文
書
管
理
要
領
＊
２

 

7.
3.
4 
設
計
の
レ
ビ
ュ
ー

 
原
子
力
設
計
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
設
計
管
理
要
領
＊
２

 
7.
3.
5 
設
計
の
検
証

 

7.
3.
6 
設
計
の
妥
当
性
確
認

 
原
子
力
設
計
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
設
計
管
理
要
領
＊
２

 

7.
3.
7 
設
計
の
変
更
管
理

 

原
子
力
設
計
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
設
計
管
理
要
領
＊
２

 

原
子
力
文
書
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
文
書
管
理
要
領
＊
２

 

7.
4 
調
達

 

7.
4.
1 
調
達
プ
ロ
セ
ス

 
原
子
力
調
達
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
調
達
管
理
要
領
＊
２

 

7.
4.
2 
調
達
要
求
事
項

 

原
子
力
調
達
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
調
達
管
理
要
領
＊
２

 

原
子
力
文
書
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
文
書
管
理
要
領
＊
２

 

7.
4.
3 
調
達
製
品
の
検
証

 
原
子
力
調
達
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
調
達
管
理
要
領
＊
２

 

7.
5 
業
務
の
実
施

 

7.
5.
1 
業
務
の
管
理

 
泊
発
電
所
運
転
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
化
学
管
理
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
燃
料
管
理
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
放
射
線
管
理
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
保
修
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
原
子
力
災
害
対
策
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
ト
ラ
ブ
ル
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
火
災
発
生
時
対
応
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
重
大
事
故
等
発
生
時
お
よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
対
応

要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
内
部
溢
水
発
生
時
対
応
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
原
子
炉
施
設
の
高
経
年
化
対
策
検
討
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

泊
発
電
所
緊
急
作
業
従
事
者
管
理
要
領
＊
２

 

原
子
力
緊
急
作
業
従
事
者
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＊
１

 

7.
5.
2 
業
務
に
関
す
る
プ
ロ

 

セ
ス
の
妥
当
性
確
認

 

7.
5.
3 
識
別
お
よ
び
ト
レ
ー

 

サ
ビ
リ
テ
ィ

 

7.
5.
4 
組
織
外
の
所
有
物

 
 

7.
5.
5 
調
達
製
品
の
保
存

 
泊
発
電
所
調
達
管
理
要
領
＊
２

 

7.
6 
監
視
機
器
お
よ
び

 

測
定
機
器
の
管
理

 
 

泊
発
電
所
運
転
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
化
学
管
理
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
燃
料
管
理
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
放
射
線
管
理
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
保
修
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
原
子
力
災
害
対
策
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
火
災
発
生
時
対
応
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
重
大
事
故
等
発
生
時
お
よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
対
応

要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
内
部
溢
水
発
生
時
対
応
要
領
＊
２

 

泊
発
電
所
緊
急
作
業
従
事
者
管
理
要
領
＊
２

 

（
注
略
）

 

        ・
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置

法
の

一
部

の
施

行
に

伴

う
関

係
規

則
の

整
備

等

に
伴
う
変
更
（
以
下
、
本

頁
に
お
い
て
同
様
）
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泊
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
比
較
表
（

1／
1）

 

【
第
３
章

 
保
安
管
理
体
制
お
よ
び
評
価
】

 

変
更
前

 
変
更
後
 

備
 
考
 

 （
保
安
に
関
す
る
職
務
）

 

第
５
条
 
社
長
は
、
組
織
に
お
け
る
保
安
活
動
を
統
括
す
る
。
ま
た
、
第
２
条
の
２
に
基
づ
く
関
係
法
令
お
よ
び
保

安
規
定
を
遵
守
す
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
た
め
の
活
動
な
ら
び
に
第
２
条
の
３
に
基
づ
く
安
全
文
化
の
醸
成

に
係
る
活
動
（
以
下
､本

条
に
お
い
て
「
醸
成
活
動
」
と
い
う
。
）
を
確
実
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
統
括

す
る
。
 

 （
中
略
）
 

 

15
 
運
営
課
長
は
、
技
術
関
係
業
務
の
総
括
お
よ
び
初
期
消
火
活
動
の
た
め
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
業
務
を
行

う
。
 

  

（
以
下
、
略
）
 

 

 （
保
安
に
関
す
る
職
務
）

 

第
５
条
 
社
長
は
、
組
織
に
お
け
る
保
安
活
動
を
統
括
す
る
。
ま
た
、
第
２
条
の
２
に
基
づ
く
関
係
法
令
お
よ
び
保

安
規
定
を
遵
守
す
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
た
め
の
活
動
な
ら
び
に
第
２
条
の
３
に
基
づ
く
安
全
文
化
の
醸
成

に
係
る
活
動
（
以
下
､本

条
に
お
い
て
「
醸
成
活
動
」
と
い
う
。
）
を
確
実
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
統
括

す
る
。
 

 （
中
略
）
 

 

15
 
運
営
課
長
は
、
技
術
関
係
業
務
の
総
括
お
よ
び
火
災
発
生
時
、
内
部
溢
水
発
生
時
、
重
大
事
故
等
発
生
時
お

よ
び
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
関
す
る
業

務
を
行
う
。
 

 （
以
下
、
略
）
 

 

 

              ・
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の

一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則

の
整
備
等
に
伴
う
変
更
 

   

 

8



泊
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
比
較
表
（
1／

9）
 

【
第
４
章

 
運
転
管
理
】

 

変
更
前

 
変
更
後
 

備
 
考
 

 （
地
震
・
火
災
等
発
生
時
の
措
置
）

 

第
17
条
 
各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、
地
震
・
火
災
が
発
生
し
た
場
合
は
次
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
そ

の
結
果
を
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。

 

(1
)
 
最
寄
り
の
気
象
庁
震
度
観
測
点
に
お
い
て
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
が
観
測
さ
れ
た
場
合
、
地
震
終
了
後
、

原
子
炉
施
設
の
損
傷
の
有
無
を
確
認
す
る
。
 

(2
)
 
原
子
炉
施
設
に
火
災
が
発
生
し
た
場
合
は
、
早
期
消
火
お
よ
び
延
焼
の
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
火

災
鎮
火
後
、
原
子
炉
施
設
の
損
傷
の
有
無
を
確
認
す
る
。
 

２
 
初
期
消
火
活
動
の
た
め
の
体
制
の
整
備
と
し
て
、
次
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

(1
)
 
運
営
課
長
は
、
発
電
所
か
ら
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
た
め
、
専
用
回
線
を
使
用
し
た
通
報
設
備
を
中
央

制
御
室
に
設
置
す
る

※
１
｡ 

(2
)
 
運
営
課
長
は
、
初
期
消
火
活
動
を
行
う
要
員
と
し
て
、
１
１
名
以
上
を
常
駐
さ
せ
る
と
と
も
に
、
こ
の

要
員
に
対
す
る
火
災
発
生
時
の
通
報
連
絡
体
制
を
定
め
る
。
 

(3
)
 
運
営
課
長
は
、
初
期
消
火
活
動
を
行
う
た
め
、
表
１
７
に
示
す
化
学
消
防
自
動
車
お
よ
び
泡
消
火
薬
剤

を
配
備
す
る
。
ま
た
、
初
期
消
火
活
動
に
必
要
な
そ
の
他
資
機
材
を
定
め
、
配
備
す
る
。
 

(
4)

 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
第

13
条

(巡
視
点
検

)
に
定
め
る
巡
視
に
よ
り
、
火
災
発
生
の
有
無
を
確
認
す

る
。
 

(5
)
 
各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、
最
寄
り
の
気
象
庁
震
度
観
測
点
に
お
い
て
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
が

観
測
さ
れ
た
場
合
は
、
地
震
終
了
後
、
発
電
所
内

※
２
の
火
災
発
生
の
有
無
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結

果
を
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

(6
)
 
運
営
課
長
は
、
前
各
号
に
定
め
る
初
期
消
火
活
動
の
た
め
の
体
制
に
つ
い
て
、
総
合
的
な
訓
練
お
よ
び

初
期
消
火
活
動
の
結
果
を
１
年
に
１
回
以
上
評
価
す
る
と
と
も
に
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
よ
り
適
切
な
体

制
と
な
る
よ
う
必
要
な
見
直
し
を
行
う
。
 

３
 
各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、
山
火
事
、
台
風
、
津
波
等
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
長
に
連

絡
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

※
１
：
専
用
回
線
、
通
報
設
備
が
点
検
ま
た
は
故
障
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
を
除
く
。
た
だ
し
、
点

検
後
ま
た
は
修
復
後
は
遅
滞
な
く
復
旧
さ
せ
る
。
 

※
２
：
「
発
電
用
軽
水
型
原
子
炉
施
設
の
安
全
機
能
の
重
要
度
分
類
に
関
す
る
審
査
指
針
」
に
お
け
る
ク
ラ
ス

１
、
２
、
３
の
機
能
を
有
す
る
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
と
す
る
。
 

表
17
 

設
 
備
 

数
 
量
 

化
学
消
防
自
動
車

※
３
 

１
台

※
４
 

泡
消
火
薬
剤
 

(化
学
消
防
自
動
車
保
有
分
を
含
む
) 

1,
50
0
リ
ッ
ト
ル
以
上
 

※
３
：
40
0リ

ッ
ト
ル
毎
分
の
泡
放
射
を
同
時
に
２
口
行
う
こ
と
が
可
能
な
能
力
を
有
す
る
こ
と
。
 

※
４
：
化
学
消
防
自
動
車
が
点
検
ま
た
は
故
障
の
場
合
に
は
、
※
３
に
示
す
能
力
を
有
す
る
水
槽
付
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
等
を
も
っ
て
代
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

 （
地
震
・
火
災
等
発
生
時
の
措
置
）

 

第
17
条
 
各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、
地
震
・
火
災
が
発
生
し
た
場
合
は
次
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
そ

の
結
果
を
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。

 

(1
) 

最
寄
り
の
気
象
庁
震
度
観
測
点
に
お
い
て
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
が
観
測
さ
れ
た
場
合
、
地
震
終
了
後
、

原
子
炉
施
設
の
損
傷
の
有
無
お
よ
び
発
電
所
内

※
１
の
火
災
発
生
の
有
無
を
確
認
す
る
。
 

(2
) 

原
子
炉
施
設
に
火
災
が
発
生
し
た
場
合
は
、
早
期
消
火
お
よ
び
延
焼
の
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
火

災
鎮
火
後
、
原
子
炉
施
設
の
損
傷
の
有
無
を
確
認
す
る
。
 

      

       

 
  ２
 
各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、
山
火
事
、
台
風
、
津
波
等
の
影
響
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
所
長
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
関
係
課
（
室
、

セ
ン
タ
ー
）
長
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
 

※
１
：
「
発
電
用
軽
水
型
原
子
炉
施
設
の
安
全
機
能
の
重
要
度
分
類
に
関
す
る
審
査
指
針
」
に
お
け
る
ク
ラ
ス

１
、
２
、
３
の
機
能
を
有
す
る
構
築
物
、
系
統
お
よ
び
機
器
と
す
る
。
 

     ・
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の

一
部

の
施

行
に

伴
う

関
係

規

則
の
整
備
等
に
伴
う
変
更
（
以

下
、
本
頁
に
お
い
て
同
様
）
 

                                         

9



泊
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
比
較
表
（
2／

9）
 

【
第
４
章

 
運
転
管
理
】

 

変
更
前

 
変
更
後
 

備
 
考
 

 

 

（
規
定
な
し
）

 

 （
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
）

 

第
17
条
の
２
 
運
営
課
長
は
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
（
以
下
、
「
火
災
発
生
時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
原
子
炉

施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
（
消
防
機
関
へ
の
通
報
、
消
火
ま
た
は
延
焼
の
防
止
そ
の
他
消
防
隊
が
火
災
の
現

場
に
到
着
す
る
ま
で
に
行
う
活
動
を
含
む
。
以
下
、
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
含
む
火
災
防
護
対
策
を
行
う

体
制
の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
含
む
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

(1
) 

火
災
の
発
生
を
発
電
所
か
ら
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
た
め
に
必
要
な
専
用
回
線
を
使
用
し
た
通
報
設
備

の
中
央
制
御
室
へ
の
設
置

※
１
 

(2
) 

火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
 

(3
) 

火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
訓
練
 

(4
) 

火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
化
学
消
防
自
動
車

※
２
、
泡
消
火
薬
剤
お
よ
び
そ
の
他
資
機
材
の
配
備
 

(5
) 

発
電
所
に
お
け
る
持
込
物
（
可
燃
物
）
の
適
切
な
管
理

 

２
 
各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の

た
め
の
活
動
を
実
施
す
る
。
 

３
 
各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、
前
項
に
定
め
る
活
動
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価

の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
運
営
課
長
に
報
告
す
る
。
運
営
課
長
は
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に

つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

※
１
：
専
用
回
線
、
通
報
設
備
が
点
検
ま
た
は
故
障
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
を
除
く
。
た
だ
し
、
点

検
後
ま
た
は
修
復
後
は
遅
滞
な
く
復
旧
さ
せ
る
。
 

※
２
：
化
学
消
防
自
動
車
が
点
検
ま
た
は
故
障
の
場
合
に
は
、
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
等
を
も
っ
て
代
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 （
内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
）

 

第
17
条
の
３
 
運
営
課
長
は
、
原
子
炉
施
設
内
に
お
い
て
溢
水
が
発
生
し
た
場
合
（
以
下
、
「
内
部
溢
水
発
生
時
」

と
い
う
。
）
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
各
号
に
掲

げ
る
事
項
に
係
る
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

(1
) 

内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
 

(2
) 

内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
訓
練
 

(3
) 

内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
照
明
器
具
、

無
線
機
器
お
よ
び
そ
の
他
資
機
材
の
配
備
 

２
 
各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保

全
の
た
め
の
活
動
を
実
施
す
る
。
 

３
 
各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、
前
項
に
定
め
る
活
動
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価

の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
運
営
課
長
に
報
告
す
る
。
運
営
課
長
は
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に

つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

  ・
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の

一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則

の
整
備
等
に
伴
う
変
更
（
以
下
、

本
頁
に
お
い
て
同
様
）
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泊
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
比
較
表
（
3／

9）
 

【
第
４
章

 
運
転
管
理
】

 

変
更
前

 
変
更
後
 

備
 
考
 

 （
電
源
機
能
等
喪
失
時
の
体
制
の
整
備
）

 

第
17
条
の
２
 
運
営
課
長
は
、
津
波
に
よ
っ
て
交
流
電
源
を
供
給
す
る
全
て
の
設
備
、
海
水
を
使
用
し
て
原
子
炉
施

設
を
冷
却
す
る
全
て
の
設
備
お
よ
び
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
を
冷
却
す
る
全
て
の
設
備
の
機
能
が
喪
失
し
た
場

合
（
以
下
、
「
電
源
機
能
等
喪
失
時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体

制
の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

(1
)
 
電
源
機
能
等
喪
失
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配

置
 

(2
)
 
電
源
機
能
等
喪
失
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
訓
練
 

 (3
)
 
電
源
機
能
等
喪
失
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
移
動
発
電

機
車
、
ポ
ン
プ
（
消
防
自
動
車
に
装
備
さ
れ
て
い
る
ポ
ン
プ
を
含
む
）
、
ホ
ー
ス
お
よ
び
そ
の
他
資
機
材
の

配
備
 

      

２
 
各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
電
源
機
能
等
喪
失
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の

保
全
の
た
め
の
活
動
を
実
施
す
る
。
 

３
 
各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、
第
２
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評

価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
運
営
課
長
に
報
告
す
る
。
運
営
課
長
は
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項

に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

  

 （
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
）

 

第
17
条
の
４
 
運
営
課
長
は
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
ま
た
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
貯
蔵
す
る
燃
料
体
ま
た
は
使
用

済
燃
料
の
著
し
い
損
傷
（
以
下
、
「
重
大
事
故
」
と
い
う
。
）
に
至
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
故
ま
た
は
重
大
事
故

が
発
生
し
た
場
合
（
以
下
、
「
重
大
事
故
等
発
生
時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の

活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得

る
。
 

(1
) 

重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配

置
 

(2
) 

重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
毎
年
１
回

以
上
の
定
期
的
な
教
育
お
よ
び
訓
練
 

(3
) 

重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
移
動
発
電

機
車
、
ポ
ン
プ
、
ホ
ー
ス
お
よ
び
そ
の
他
資
機
材
の
配
備
 

２
 
運
営
課
長
は
、
前
項
の
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
の
協
力
を
得
て
、
以
下

の
手
順
に
関
す
る
事
項
を
含
め
る
。
 

(1
) 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

(2
) 

原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

(3
) 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
貯
蔵
す
る
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

(4
) 

原
子
炉
停
止
時
に
お
け
る
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

３
 
各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、
第
１
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設

の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
第
１
項
(1
)の

要
員
に
前
項
の
手
順
を
遵
守
さ
せ
る
。
 

４
 
各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、
前
項
に
定
め
る
活
動
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価

の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
運
営
課
長
に
報
告
す
る
。
運
営
課
長
は
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に

つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

 
 

  ・
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の

一
部

の
施

行
に

伴
う

関
係

規

則
の
整
備
等
に
伴
う
変
更
（
以

下
、
本
頁
に
お
い
て
同
様
）
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泊
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
比
較
表
（
4／

9）
 

【
第
４
章

 
運
転
管
理
】

 

変
更
前

 
変
更
後
 

備
 
考
 

   

（
規
定
な
し
）

 

 （
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
）

 

第
17
条
の
５
 
運
営
課
長
は
、
大
規
模
な
自
然
災
害
ま
た
は
故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ
ズ

ム
に
よ
り
原
子
炉
施
設
に
大
規
模
な
損
壊
が
生
じ
た
場
合
（
以
下
、
「
大
規
模
損
壊
発
生
時
」
と
い
う
。
）
に

お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
、
以
下
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係

る
計
画
を
策
定
し
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

(1
) 

大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配

置
 

(2
) 

大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
毎
年
１
回

以
上
の
定
期
的
な
教
育
お
よ
び
訓
練
 

(3
) 

大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
移
動
発
電

機
車
、
ポ
ン
プ
、
ホ
ー
ス
お
よ
び
そ
の
他
資
機
材
の
配
備
 

２
 
運
営
課
長
は
、
前
項
の
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
の
協
力
を
得
て
、
以
下

の
手
順
に
関
す
る
事
項
を
含
め
る
。
 

(1
) 

大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
消
火
活
動
に
関
す
る
こ
と
 

(2
) 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
緩
和
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

(3
) 

原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
緩
和
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

(4
) 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
水
位
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策
お
よ
び
燃
料
の
著
し
い
損
傷
を
緩
和
す
る
た
め

の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

(5
) 

放
射
性
物
質
の
放
出
を
低
減
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

３
 
各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、
第
１
項
の
計
画
に
基
づ
き
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設

の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
第
１
項
(1
)の

要
員
に
前
項
の
手
順
を
遵
守
さ
せ
る
。
 

４
 
各
課
（
室
、
セ
ン
タ
ー
）
長
は
、
前
項
に
定
め
る
活
動
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価

の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
運
営
課
長
に
報
告
す
る
。
運
営
課
長
は
、
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に

つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

 

  ・
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の

一
部

の
施

行
に

伴
う

関
係

規

則
の
整
備
等
に
伴
う
変
更
（
以

下
、
本
頁
に
お
い
て
同
様
）
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泊
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
比
較
表
（
5／

9）
 

【
第
４
章

 
運
転
管
理
】

 

変
更
前

 
変
更
後
 

備
 
考
 

 （
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料
油
、
潤
滑
油
お
よ
び
始
動
用
空
気
）
 

第
74
条
 
所
要
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料
油
、
潤
滑
油
お
よ
び
始
動
用
空
気
は
、
表
74
―
１
で
定
め
る
事
項
を

運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
 
所
要
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料
油
、
潤
滑
油
お
よ
び
始
動
用
空
気
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(1
)
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
所
要
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料
油
貯
油
槽
の
油
量
、

潤
滑
油
タ
ン
ク
の
油
量
お
よ
び
始
動
用
空
気
だ
め
圧
力
を
確
認
す
る
。
 

３
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
所
要
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料
油
、
潤
滑
油
ま
た
は
始
動
用
空
気
が
第
１
項

で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
74
－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 表
74
－
１
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

 
所
要
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
燃

料
油
、
潤
滑
油
お
よ
び
始
動
用
空
気
 

 
所
要
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料
油
貯
油
槽
の
油
量
、
潤

滑
油
タ
ン
ク
の
油
量
お
よ
び
始
動
用
空
気
だ
め
圧
力
が
表

74

－
２
に
定
め
る
制
限
値
以
内
に
あ
る
こ
と

※
１
※
２
 

※
１
：
予
備
潤
滑
運
転
（
タ
ー
ニ
ン
グ
、
エ
ア
ラ
ン
）
を
行
う
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

※
２
：
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
運
転
中
お
よ
び
運
転
終
了
後
の

24
時
間
は
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

 表
74
－
２
 

項
 
 
目
 

制
 
限
 
値
 

１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
 

３
号
炉
 

燃
料
油
貯
油
槽
の
油
量
（
保
有
油
量
）
 

10
6ｍ

３
以
上
 

13
2ｍ

３
以
上
 

潤
滑
油
タ
ン
ク
の
油
量
（
保
有
油
量
）
 

2.
28
ｍ

３
以
上
 

2.
28
ｍ

３
以
上
 

始
動
用
空
気
だ
め
圧
力
 

2.
45
 M
Pa
[g
ag
e]
 

(2
5.
0k
g/
cm

２
g)
以
上
 

2.
45
 M
Pa
[g
ag
e]
以
上
 

 表
74
－
３
 

条
 
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A.
 
燃
料
油
貯
油
槽
の
油
量
、
潤

滑
油
タ
ン
ク
の
油
量
ま
た
は
始

動
用
空
気
だ
め
圧
力
が
制
限
値

を
満
足
し
て
い
な
い
場
合

※
３
 

A.
1 

 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
燃
料
油
貯
油
槽

の
油
量
、
潤
滑
油
タ
ン
ク
の
油
量
ま
た
は
始

動
用
空
気
だ
め
圧
力
を
制
限
値
内
に
回
復
さ

せ
る
。
 

48
時
間
 

B.
 

条
件

A
の
措

置
を

完
了
時

間

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

B.
1 

 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
当
該
デ
ィ
ー
ゼ

ル
発
電
機
を
動
作
不
能
と
み
な
す
。
 

速
や
か
に
 

※
３
：
燃
料
油
貯
油
槽
の
油
量
、
潤
滑
油
タ
ン
ク
の
油
量
お
よ
び
始
動
用
空
気
だ
め
圧
力
の
制
限
値
は
個
別
に

適
用
さ
れ
る
。
 

 （
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料
油
、
潤
滑
油
お
よ
び
始
動
用
空
気
）
 

第
74
条
 
所
要
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料
油
、
潤
滑
油
お
よ
び
始
動
用
空
気
は
、
表
7
4―

１
で
定
め
る
事
項
を

運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
 
所
要
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料
油
、
潤
滑
油
お
よ
び
始
動
用
空
気
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
次
号
を
実
施
す
る
。
 

(1
) 

発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
１
ヶ
月
に
１
回
、
所
要
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料
油
貯
油
槽
の
油
量
、

潤
滑
油
タ
ン
ク
の
油
量
お
よ
び
始
動
用
空
気
だ
め
圧
力
を
確
認
す
る
。
 

３
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
所
要
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料
油
、
潤
滑
油
ま
た
は
始
動
用
空
気
が
第
１
項

で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表
7
4－

３
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 表
74
－
１
 

項
 
 
目
 

運
転
上
の
制
限
 

 
所
要
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
燃

料
油
、
潤
滑
油
お
よ
び
始
動
用
空
気
 

 
所
要
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料
油
貯
油
槽
の
油
量
、
潤

滑
油
タ
ン
ク
の
油
量
お
よ
び
始
動
用
空
気
だ
め
圧
力
が
表

7
4

－
２
に
定
め
る
制
限
値
以
内
に
あ
る
こ
と

※
１
※
２
 

※
１
：
予
備
潤
滑
運
転
（
タ
ー
ニ
ン
グ
、
エ
ア
ラ
ン
）
を
行
う
場
合
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

※
２
：
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
運
転
中
お
よ
び
運
転
終
了
後
の
2
4時

間
は
、
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

 表
74
－
２
 

項
 
 
目
 

制
 
限
 
値
 

１
号
炉
お
よ
び
２
号
炉
 

３
号
炉
 

燃
料
油
貯
油
槽
の
油
量
（
保
有
油
量
）
 

1
0
6ｍ

３
以
上
 

2
6
4ｍ

３
以
上

 

潤
滑
油
タ
ン
ク
の
油
量
（
保
有
油
量
）
 

2
.
2
8ｍ

３
以
上
 

2
.
2
8ｍ

３
以
上
 

始
動
用
空
気
だ
め
圧
力
 

2
.
4
5
 
MP
a
[
ga
g
e
] 

(
2
5
.
0
kg
/
c
m
２
g
)以

上
 

2
.
4
5 
MP
a
[
ga
g
e
]以

上
 

 表
74
－
３
 

条
 
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

A.
 
燃
料
油
貯
油
槽
の
油
量
、
潤

滑
油
タ
ン
ク
の
油
量
ま
た
は
始

動
用
空
気
だ
め
圧
力
が
制
限
値

を
満
足
し
て
い
な
い
場
合

※
３
 

A
.
1
  

発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
燃
料
油
貯
油
槽

の
油
量
、
潤
滑
油
タ
ン
ク
の
油
量
ま
た
は
始

動
用
空
気
だ
め
圧
力
を
制
限
値
内
に
回
復
さ

せ
る
。
 

4
8
時
間
 

B.
 

条
件

A
の
措

置
を

完
了
時

間

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

B
.
1
  

発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
当
該
デ
ィ
ー
ゼ

ル
発
電
機
を
動
作
不
能
と
み
な
す
。
 

速
や
か
に
 

※
３
：
燃
料
油
貯
油
槽
の
油
量
、
潤
滑
油
タ
ン
ク
の
油
量
お
よ
び
始
動
用
空
気
だ
め
圧
力
の
制
限
値
は
個
別
に

適
用
さ
れ
る
。
 

                                  ・
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の

一
部

の
施

行
に

伴
う

関
係

規
則

の
整
備
等
に
伴
う
変
更
（
Ｄ
/Ｇ

貯
油
槽
油
量
を

3
.5

日
分
か
ら

７
日
分
へ
変
更
）
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泊
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
比
較
表
（
6／

9）
 

【
第
４
章

 
運
転
管
理
】

 

変
更
前

 
変
更
後
 

備
 
考
 

 （
安
全
注
入
系
逆
止
弁
漏
え
い
検
査
の
実
施
）

 

第
84
条
 
モ
ー
ド
３
、
４
お
よ
び
５
に
お
い
て
安
全
注
入
系
逆
止
弁
漏
え
い
検
査

※
１
を
実
施
す
る
場
合
、
表
84
－
１

で
定
め
る
事
項
の
適
用
を
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
表
84
－
２
で
定
め
る
事
項
を
運
転
上
の
制

限
と
す
る
。
 

２
 
前
項
を
適
用
す
る
場
合
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(1
)
 
原
子
炉
停
止
後
の
１
次
冷
却
系
の
降
温
過
程
に
お
い
て
検
査
を
実
施
す
る
場
合
、
発
電
課
長
（
当
直
）

は
、
モ
ー
ド
３
と
な
っ
て
か
ら
適
用
を
除
外
す
る
前
ま
で
に
、
表
84
－
２
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
２
。

 

(2
)
 
１
次
冷
却
系
を
昇
温
さ
せ
て
検
査
を
実
施
す
る
場
合
ま
た
は
１
次
冷
却
系
の
耐
圧
・
漏
え
い
検
査
に
あ

わ
せ
て
検
査
を
実
施
す
る
場
合
、
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
１
次
冷
却
系
の
昇
温
開
始

※
３
か
ら
適
用
を
除
外

す
る
前
ま
で
に
、
表
84
－
２
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(3
)
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
安
全
注
入
系
逆
止
弁
漏
え
い
検
査
終
了
後
、
表

84
－
１
で
定
め
る
事
項
の
う

ち
検
査
の
た
め
に
適
用
を
除
外
し
た
事
項
に
つ
い
て
、
復
旧
措
置
が
行
わ
れ
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る

※
４
。
 

３
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
が
満
足
さ
れ
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

84
－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 
 
(中

略
）
 

   表
84
－
１
 

 
（
表
略
）
 

 

表
84
－
２

 

 
（
表
略
）

 

 

表
84
－
３
 

（
表
略
）
 

 （
安
全
注
入
系
逆
止
弁
漏
え
い
検
査
の
実
施
）

 

第
83
条
の
２
 
モ
ー
ド
３
、
４
お
よ
び
５
に
お
い
て
安
全
注
入
系
逆
止
弁
漏
え
い
検
査

※
１
を
実
施
す
る
場
合
、
表
83

の
２
－
１
で
定
め
る
事
項
の
適
用
を
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
表
83
の
２
－
２
で
定
め
る
事
項

を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
 

２
 
前
項
を
適
用
す
る
場
合
、
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

(1
) 

原
子
炉
停
止
後
の
１
次
冷
却
系
の
降
温
過
程
に
お
い
て
検
査
を
実
施
す
る
場
合
、
発
電
課
長
（
当
直
）

は
、
モ
ー
ド
３
と
な
っ
て
か
ら
適
用
を
除
外
す
る
前
ま
で
に
、
表
83
の
２
－
２
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
２
。
 

(2
) 

１
次
冷
却
系
を
昇
温
さ
せ
て
検
査
を
実
施
す
る
場
合
ま
た
は
１
次
冷
却
系
の
耐
圧
・
漏
え
い
検
査
に
あ

わ
せ
て
検
査
を
実
施
す
る
場
合
、
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
１
次
冷
却
系
の
昇
温
開
始

※
３
か
ら
適
用
を
除
外

す
る
前
ま
で
に
、
表
83
の
２
－
２
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

(3
) 

発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
安
全
注
入
系
逆
止
弁
漏
え
い
検
査
終
了
後
、
表

8
3の

２
－
１
で
定
め
る
事
項

の
う
ち
検
査
の
た
め
に
適
用
を
除
外
し
た
事
項
に
つ
い
て
、
復
旧
措
置
が
行
わ
れ
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
４
。
 

３
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
が
満
足
さ
れ
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
表

83
の
２
－
３
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

 
 
(中

略
）
 

   表
83
の
２
－
１
 

 
（
表
略
）
 

 

表
83
の
２
－
２

 

 
（
表
略
）

 

 

表
83
の
２
－
３
 

 
（
表
略
）
 

   ・
記
載
の
適
正
化
（
第

8
4
条
の

追
加
に
伴
い
条
番
号
を
変
更
）
 

 
（
以
下
、
本
頁
に
お
い
て
同
様
） 
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泊
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
比
較
表
（
7／

9）
 

【
第
４
章

 
運
転
管
理
】

 

 

変
更
前

 
変
更
後
 

備
 
考
 

  

（
規
定
な
し
）
 

 

（
重
大
事
故
対
処
設
備
）
 

第
84
条
 

  ・
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の

一
部

の
施

行
に

伴
う

関
係

規

則
の
整
備
等
に
伴
う
変
更
 

                        

  

添
付
資
料
－
１

 

参
照
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泊
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
比
較
表
（
8／

9）
 

【
第
４
章

 
運
転
管
理
】

 

  

変
更
前

 
変
更
後
 

備
 
考
 

 表
85
－
１
 

頻
 
度
 

備
 
 
考
 

 
こ

の
規

定
第

２
項

ま
た

は
第
３
項
で
定
め
る
頻
度
 

延
長
で
き
る
時
間
 

15
分
に
１
回
 

３
分
 

分
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

１
時
間
に
１
回
 

15
分
 

分
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

４
時
間
に
１
回
 

１
時
間
 

時
間
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る

 

８
時
間
に
１
回
 

２
時
間
 

時
間
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る

 

12
時
間
に
１
回
 

３
時
間
 

時
間
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る

 

１
日
に
１
回
 

６
時
間
 

時
間
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る

 

 
た
だ
し
、
直
勤
務
で
確
認
す
る
場
合
は
、
所
定
の
直

の
時
間
帯
で
確
認
す
る
 

３
日
に
１
回
 

１
日
 

日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

１
週
間
に
１
回
 

２
日
 

１
週
間
＝
７
日

 
 
 
日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

７
日
 

１
ヶ
月
＝

31
日
 
 
 
日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

23
日
 

３
ヶ
月
＝

92
日
 
 
 
日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

６
ヶ
月
に
１
回
 

46
日
 

６
ヶ
月
＝

18
4
日
 

  
日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

定
期
検
査
 

定
期
検
査
開
始
か
ら
総
合
負
荷
性
能
検
査
ま
で
の
期
間
 

   

 

表
85
－
１
 

頻
 
度
 

備
 
 
考
 

 
こ

の
規

定
第

２
項

ま
た

は
第
３
項
で
定
め
る
頻
度
 

延
長
で
き
る
時
間
 

15
分
に
１
回
 

３
分
 

分
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

１
時
間
に
１
回
 

1
5
分
 

分
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

４
時
間
に
１
回
 

１
時
間
 

時
間
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

８
時
間
に
１
回
 

２
時
間
 

時
間
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

12
時
間
に
１
回
 

３
時
間
 

時
間
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

１
日
に
１
回
 

６
時
間
 

時
間
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

 
た
だ
し
、
直
勤
務
で
確
認
す
る
場
合
は
、
所
定
の
直

の
時
間
帯
で
確
認
す
る
 

３
日
に
１
回
 

１
日
 

日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

１
週
間
に
１
回
 

２
日
 

１
週
間
＝
７
日
 
 
 
日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

２
週
間
に
１
回
 

４
日
 

２
週
間
＝
14

日
 
 
 
日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

７
日
 

１
ヶ
月
＝
31

日
 
 
 
日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

2
3日

 
３
ヶ
月
＝
92

日
 
 
 
日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

６
ヶ
月
に
１
回
 

4
6日

 
６
ヶ
月
＝
1
84

日
 
  

日
単
位
の
間
隔
で
確
認
す
る
 

定
期
検
査
 

定
期
検
査
開
始
か
ら
総
合
負
荷
性
能
検
査
ま
で
の
期
間
 

 

                        ・
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の

一
部

の
施

行
に

伴
う

関
係

規

則
の
整
備
等
に
伴
う
変
更
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泊
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
比
較
表
（
9／

9）
 

【
第
４
章

 
運
転
管
理
】

 

変
更
前

 
変
更
後
 

備
 
考
 

 （
異
常
収
束
後
の
措
置
）
 

第
91
条
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
第
89
条
第
１
項
の
異
常
の
収
束
後
に
原
子
炉
を
再
起
動
す
る
場
合
、
そ
の
原
因

に
対
す
る
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
お
よ
び
各
モ
ー
ド
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

２
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
第
89
条
第
１
項
の
異
常
の
収
束
後
に
原
子
炉
を
再
起
動
す
る
場
合
、
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

３
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
第
89
条
第
１
項
の
異
常
の
原
因
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
第
２

項
に
よ
ら
ず
原
子
炉
を
再
起
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(1
)
 
発
電
所
外
で
電
気
事
故
が
発
生
し
、
そ
の
電
気
事
故
の
波
及
で
原
子
炉
が
ト
リ
ッ
プ
し
た
場
合
ま
た
は

波
及
防
止
の
措
置
と
し
て
原
子
炉
を
ト
リ
ッ
プ
さ
せ
た
場
合
。
 

(2
)
 
第
17
条
第
３
項
の
措
置
と
し
て
原
子
炉
を
ト
リ
ッ
プ
さ
せ
た
場
合
。

 

 （
異
常
収
束
後
の
措
置
）
 

第
91
条
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
第
8
9条

第
１
項
の
異
常
の
収
束
後
に
原
子
炉
を
再
起
動
す
る
場
合
、
そ
の
原
因

に
対
す
る
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
お
よ
び
各
モ
ー
ド
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

２
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
第
8
9条

第
１
項
の
異
常
の
収
束
後
に
原
子
炉
を
再
起
動
す
る
場
合
、
原
子
炉
主
任

技
術
者
の
確
認
を
得
て
、
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

３
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
第
8
9条

第
１
項
の
異
常
の
原
因
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
第
２

項
に
よ
ら
ず
原
子
炉
を
再
起
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(1
) 

発
電
所
外
で
電
気
事
故
が
発
生
し
、
そ
の
電
気
事
故
の
波
及
で
原
子
炉
が
ト
リ
ッ
プ
し
た
場
合
ま
た
は

波
及
防
止
の
措
置
と
し
て
原
子
炉
を
ト
リ
ッ
プ
さ
せ
た
場
合
。
 

(2
) 

第
17
条
第
２
項
の
措
置
と
し
て
原
子
炉
を
ト
リ
ッ
プ
さ
せ
た
場
合
。
 

 

                 ・
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の

一
部

の
施

行
に

伴
う

関
係

規

則
の
整
備
等
に
伴
う
変
更
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（重大事故対処設備） 

第84条 次の重大事故対処設備は、表84－1で定める事項を運転上の制限とする。 

(1) 炉心損傷防止のための設備 

(2) 原子炉格納容器破損防止のための設備 

(3) 使用済燃料ピットにおける燃料損傷防止のための設備 

(4) 運転停止中の原子炉における燃料損傷防止のための設備 

(5) 緊急停止失敗時に原子炉出力を抑制するための設備 

(6) 重大事故対処設備の動作に必要な設備 

２ 重大事故対処設備が前項で定める運転上の制限を満足していることを確認するため、

次号を実施する。 

  (1) 発電室長、発電課長（当直）、制御保修課長および機械保修課長は、表84－２か

ら表84－13で定める確認事項を実施する。また、制御保修課長および機械保修課長

は、その結果を発電室長または発電課長（当直）に通知する。 

３ 発電課長（当直）および機械保修課長は、重大事故対処設備が第１項で定める運転

上の制限を満足していないと判断した場合、表84－２から表84－13の措置を講じると

ともに必要に応じ関係各課長へ通知する。通知を受けた関係各課長は、同表に定める

措置を講じる。 

 

表84－１ 

項  目 運転上の制限 

第１項で定める重大事故対処設備 
 表84－２から表84－13で定める所要数量がそれぞ

れの適用モードにおいて動作可能であること 

添付資料－１ 

18



  表
84
－
８

 
(1
) 
炉
心
損
傷
防
止
の
た
め
の
設
備
（
３
号
炉
）

 

設
 
備
 

適
用
モ
ー
ド
 

所
要
数
量
 

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
措
置
 

確
認
事
項
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

確
認
方
法
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系

※
14
※
15
 

モ
ー
ド
１
、
２
、

３
お
よ
び
４
 

１
系
統
 

A
.代

替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

系
が
動
作
不
能
で
あ
る
場

合
 

A
.1
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

7
2時

間
 

代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ

ン
プ
を
起
動
し
、
運
転
状
態

に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

発
電
室
長
 

B
.条

件
Aの

措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

B
.1
.
1 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
お

よ
び
３
に
お
い
て
、
第

51
条
第
２
項

(6
)に

定
め
る
事
項
を
実
施
す
る
。
 

 ま
た
は
 

B
.1
.
2 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
モ
ー
ド
４
に
お
い

て
、
第
52
条
第
２
項

(1
)に

定
め
る
事
項
を
実

施
す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.2
 発

電
課
長
（
当
直
）
は
、
第

57
条
第
２
項
(7
)に

定
め
る
事
項
を
実
施
す
る
。
 

2
4時

間
 

そ
の
後
の
２

週
間
に
１
回
 

原
子
炉
格
納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト

※
14

※
15
 

モ
ー
ド
１
、
２
、

３
お
よ
び
４
 

２
系
統

※

16
 

A
.１

系
統
以
上
の
原
子
炉
格

納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト

に
原
子
炉
補
機
冷
却
水
を

通
水
で
き
な
い
場
合
 

A
.1
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
当
該
系
統
へ
原
子
炉

補
機

冷
却

水
を

通
水

可
能

な
状

態
に

復
旧

す
る
。
 

7
2時

間
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
が
通
水

で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

発
電
室
長
 

原
子
炉
格
納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト

（
海
水
冷
却
系
統
）

※
14
※
15
 

２
系
統

※

16
 

流
路
中
の
弁
が
手
動
で
開
弁

で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

発
電
室
長
 

B
.１

系
統
以
上
の
原
子
炉
格

納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト

に
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水

を
通
水
で
き
な
い
場
合
 

B
.1
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
当
該
系
統
へ
原
子
炉

補
機
冷
却
海
水
を
通
水
可
能
な
状
態
に
復
旧
す

る
。
 

7
2時

間
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク

（
窒
素
加
圧
系
統
）
 

１
系
統
 

C
.原

子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー

ジ
タ
ン
ク
へ
窒
素
が
供
給

で
き
な
い
場
合
 

C
.1
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水

サ
ー
ジ
タ
ン
ク
へ
窒
素
が
供
給
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。
 

7
2時

間
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ

タ
ン
ク
加
圧
用
可
搬
型
窒
素

ガ
ス
ボ
ン
ベ
が
充
て
ん
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

発
電
室
長
 

 

D
.可

搬
型
大
型
送
水
ポ
ン
プ

車
１
台
以
上
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

D
.1
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
当
該
装
置
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

7
2時

間
 

流
路
中
の
弁
が
手
動
で
開
弁

で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

可
搬
型
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車

※
14
※
15
 

２
 

E
.条

件
A､
B､

Cま
た
は
Dの

措

置
を
完
了
時
間
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合
 

E
.1
 発

電
課
長
（
当
直
）
は
、
第

57
条
第
２
項
(7
)に

定
め
る
事
項
を
実
施
す
る
。
 

2
4時

間
 

そ
の
後
の
２

週
間
に
１
回
 

可
搬
型
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車

を
起
動
し
、
運
転
状
態
に
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
。
 

定
期
検
査
時
 

機
械
保
修
課
長
 

 

※
14
：

(2
) 
原
子
炉
格
納
容
器
破
損
防
止
の
た
め
の
設
備
（
３
号
炉
）
と
兼
用
す
る
。

 

※
15
：

(4
) 
運
転
停
止
中
の
原
子
炉
に
お
け
る
燃
料
損
傷
防
止
の
た
め
の
設
備
（
３
号
炉
）
と
兼
用
す
る
。

 

※
16
：
「
２
系
統
」
と
は
、
Ｃ
お
よ
び
Ｄ
－
原
子
炉
格
納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト
の
２
系
統
を
い
う
。
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  表
84
－
９

 
(2
) 
原
子
炉
格
納
容
器
破
損
防
止
の
た
め
の
設
備
（
３
号
炉
）

 

設
 
備
 

適
用
モ
ー
ド
 

所
要
数
量
 

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
措
置
 

確
認
事
項
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

確
認
方
法
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
水
素
処
理
装
置
 

モ
ー
ド
１
、
２
、

３
、
４
、
５
お

よ
び
６
（
キ
ャ

ビ
テ
ィ
低
水
位

※
17
）
 

５
 

A
.原

子
炉
格
納
容
器
内
水
素
処

理
装
置
１
台
以
上
が
動
作
不

能
で
あ
る
場
合
 

A
.1
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
当
該
装
置
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

7
2時

間
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
水
素
処
理

装
置
の

外
観

に
異

常
が

な
い

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

機
械
保
修
課
長
 

B
.条

件
Aの

措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

B
.1
 発

電
課
長
（
当
直
）
は
、
第

57
条
第
２
項
(7
)に

定
め
る
事
項
を
実
施
す
る
。
 

2
4時

間
 

そ
の
後
の
２

週
間
に
１
回
 

代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
 

モ
ー
ド
１
、
２
、

３
お
よ
び
４
 

表
84
－
８

 
(1
)
 炉

心
損
傷
防
止
の
た
め
の
設
備
（
３
号
炉
）
を
参
照
 

モ
ー
ド
５
お
よ

び
６
（
キ
ャ
ビ

テ
ィ
低
水
位

※

17
）
 

表
84
－
1
1 

(4
)
 運

転
停
止
中
の
原
子
炉
に
お
け
る
燃
料
損
傷
防
止
の
た
め
の
設
備
（
３
号
炉
）
を
参
照
 

原
子
炉
格
納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト
 

モ
ー
ド
１
、
２
、

３
お
よ
び
４
 

表
84
－
８

 
(1
)
 炉

心
損
傷
防
止
の
た
め
の
設
備
（
３
号
炉
）
を
参
照
 

原
子
炉
格
納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト

（
海
水
冷
却
系
統
）
 

モ
ー
ド
５
お
よ

び
６
（
キ
ャ
ビ

テ
ィ
低
水
位

※

17
）
 

表
84
－
1
1 

(4
)
 運

転
停
止
中
の
原
子
炉
に
お
け
る
燃
料
損
傷
防
止
の
た
め
の
設
備
（
３
号
炉
）
を
参
照
 

可
搬
型
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
 

※
17
：
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
と
は
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
が

T.
P.
3
2.
32
ｍ
で
あ
る
場
合
を
い
う
（
以
下
、
本
表
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

     表
84
－

10
 

(3
) 
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
に
お
け
る
燃
料
損
傷
防
止
の
た
め
の
設
備
（
３
号
炉
）

 

設
 
備
 

適
用
モ
ー
ド
 

所
要
数
量
 

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
措
置
 

確
認
事
項
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

確
認
方
法
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

可
搬
型
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
 

－
※
18
 

１
 

A
.可

搬
型
大
型
送
水
ポ
ン
プ

車
が
動
作
不
能
で
あ
る
場

合
 

A
.1
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
当
該
装
置
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

7
2時

間
 

可
搬
型
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車

を
起
動
し
、
運
転
状
態
に
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
。
 

定
期
検
査
時
 

機
械
保
修
課
長
 

B
.条

件
Aの

措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

B
.1
 発

電
課
長
（
当
直
）
は
、
第

82
条
第
２
項
(1
)に

定
め
る
事
項
を
実
施
す
る
。
 

2
4時

間
 

そ
の
後
の
３

日
に
１
回
 

※
18
：
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
（
３
号
炉
）
に
燃
料
（
新
燃
料
、
照
射
済
燃
料
）
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
中
適
用
す
る
。

 

 
 

20



   表
84
－

11
 

(4
) 
運
転
停
止
中
の
原
子
炉
に
お
け
る
燃
料
損
傷
防
止
の
た
め
の
設
備
（
３
号
炉
）

 

設
 
備
 

適
用
モ
ー
ド
 

所
要
数
量
 

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
措
置
 

確
認
事
項
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

確
認
方
法
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
 

モ
ー
ド
５
お
よ

び
６
（
キ
ャ
ビ

テ
ィ
低
水
位

※

19
）
 

１
系
統
 

A
.代

替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

系
が
動
作
不
能
で
あ
る
場

合
 

A
.1
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

7
2時

間
 

表
84
－
８

 
(1
)
 炉

心
損
傷
防
止
の
た
め
の
設
備
（
３
号
炉
）
を
参

照
 

B
.１

系
統
以
上
の
原
子
炉
格

納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト

に
原
子
炉
補
機
冷
却
水
を

通
水
で
き
な
い
場
合
 

B
.1
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
当
該
系
統
へ
原
子
炉

補
機

冷
却

水
を

通
水

可
能

な
状

態
に

復
旧

す
る
。
 

7
2時

間
 

原
子
炉
格
納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト
 

モ
ー
ド
５
お
よ

び
６
（
キ
ャ
ビ

テ
ィ
低
水
位
）
 

２
系
統

※

20
 

表
84
－
８

 
(1
)
 炉

心
損
傷
防
止
の
た
め
の
設
備
（
３
号
炉
）
を
参

照
 

C
.１

系
統
以
上
の
原
子
炉
格

納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト

に
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水

を
通
水
で
き
な
い
場
合
 

C
.1
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
当
該
系
統
へ
原
子
炉

補
機
冷
却
海
水
を
通
水
可
能
な
状
態
に
復
旧
す

る
。
 

7
2時

間
 

原
子
炉
格
納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト

（
海
水
冷
却
系
統
）
 

  

２
系
統

※

20
 

D
.可

搬
型
大
型
送
水
ポ
ン
プ

車
１
台
以
上
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

D
.1
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
当
該
装
置
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

7
2時

間
 

E
.条

件
A､
B､

Cお
よ
び
Dの

措
置
を
完
了
時
間
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合
 

E
.1
 発

電
課
長
（
当
直
）
は
、
モ
ー
ド
５

(１
次
冷
却

系
満
水
)に

お
い
て
、
第

38
条
第
２
項
に
定
め
る

事
項
を
実
施
す
る
。
 

ま
た
は
 

E
.2
 発

電
課
長
（
当
直
）
は
、
モ
ー
ド
５

(１
次
冷
却

系
非
満
水
)に

お
い
て
、
第

39
条
第
２
項
に
定
め

る
事
項
を
実
施
す
る
。
 

ま
た
は
 

E
.3
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ

テ
ィ
低
水
位
）
に
お
い
て
、
第

41
条
第
２
項
に

定
め
る
事
項
を
実
施
す
る
。
 

1
2時

間
 

そ
の
後
の

12

時
間
に
１
回
 

可
搬
型
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
 

２
 

※
19
：
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
と
は
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
が

T.
P.
3
2.
32
ｍ
で
あ
る
場
合
を
い
う
（
以
下
、
本
表
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

※
20
：
「
２
系
統
」
と
は
、
Ｃ
お
よ
び
Ｄ
－
原
子
炉
格
納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト
の
２
系
統
を
い
う
。
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  表
8
4－

1
1 

(
4)

 運
転
停
止
中
の
原
子
炉
に
お
け
る
燃
料
損
傷
防
止
の
た
め
の
設
備
（
３
号
炉
）
（
続
き
）

 

設
 
備
 

適
用
モ
ー
ド
 
所
要
数
量
 

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
措
置
 

確
認
事
項
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

確
認
方
法
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

充
て
ん
系
（
燃
料
取
替
用
水
注
入
系

統
）
 

モ
ー
ド
５
お

よ
び
６
（
キ
ャ

ビ
テ
ィ
低
水

位
※
21
）

 

 

１
系
統
 

A．
充
て
ん
系
（
燃
料
取
替
用

水
注
入
系
統
）
が
動
作
不
能

で
あ
る
場
合
 

A
.1
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態

※
2
2 に

復
旧
す
る
。
 

72
時
間

 
流
路
中
の
弁
が
開
弁
で
き
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

発
電
室
長
 

B．
高
圧
注
入
系
（
再
循
環
系
統
）

が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合
 

B
.1
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
当
該
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態

※
2
2 に

復
旧
す
る
。
 

72
時
間

 

高
圧
注
入
系
（
再
循
環
系
統
）
 

１
系
統
 

流
路
中
の
弁
が
開
弁
で
き
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

発
電
室
長
 

C
.条

件
Aお

よ
び

Bの
措
置
を

完
了
時
間
内
に
達
成
で
き

な
い
場
合
 

C
.1
 発

電
課
長
（
当
直
）
は
、
モ
ー
ド
５

(１
次
冷
却

系
満
水
)に

お
い
て
、
第

38
条
第
２
項
に
定
め
る

事
項
を
実
施
す
る
。
 

ま
た
は
 

C
.2
 発

電
課
長
（
当
直
）
は
、
モ
ー
ド
５

(１
次
冷
却

系
非
満
水
)に

お
い
て
、
第

39
条
第
２
項
に
定
め

る
事
項
を
実
施
す
る
。
 

ま
た
は
 

C
.3
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
モ
ー
ド
６
（
キ
ャ
ビ

テ
ィ
低
水
位
）
に
お
い
て
、
第

41
条
第
２
項
に

定
め
る
事
項
を
実
施
す
る
。
 

12
時
間

 

そ
の
後
の

12

時
間
に
１
回
 

※
21
：
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
と
は
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
が

T.
P.
3
2.
32
ｍ
未
満
で
あ
る
場
合
を
い
う
（
以
下
、
本
表
に
お
い
て
同
じ
）
。

 

※
22
：
「
動
作
可
能
な
状
態
」
と
は
、
電
源
を
投
入
し
て
手
動
で
起
動
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は
運
転
中
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

   表
84
－

12
 

(5
) 
緊
急
停
止
失
敗
時
に
原
子
炉
出
力
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
備
（
３
号
炉
）
 

設
 
備
 

適
用
モ
ー
ド
 

所
要
数
量
 

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
措
置
 

確
認
事
項
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

確
認
方
法
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

緊
急
停
止
失
敗
時
原
子
炉
出
力
抑
制
 

論
理
回
路
 

モ
ー
ド
１
お
よ

び
２
 

１
系
統
 
A
.緊

急
停
止
失
敗
時
原
子
炉
出

力
抑
制
論
理
回
路
が
動
作

不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.1
 
制
御
保
修
課
長
は
、
当
該
回
路
を
動
作
可
能
な

状
態
に
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

機
能
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

制
御
保
修
課
長
 

蒸
気
発
生
器
水
位
低
 

３
 

A
.蒸

気
発
生
器
水
位
低
１
チ

ャ
ン
ネ
ル
以
上
が
動
作
不

能
※
23
で
あ
る
場
合
 

A
.1
 
制
御
保
修
課
長
は
、
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作

可
能
な
状
態
に
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 
速
や
か
に
 

機
能
を
確
認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

制
御
保
修
課
長
 

※
23
：
蒸
気
発
生
器
水
位
低
の
動
作
不
能
と
は
、
点
検
・
修
理
の
た
め
に
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
バ
イ
パ
ス
す
る
場
合
ま
た
は
不
動
作
の
場
合
を
い
う
。
た
だ
し
、
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
バ
イ
パ
ス
す
る
場
合
は

動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。
動
作
信
号
を
出
力
さ
せ
て
い
る
状
態
ま
た
は
誤
動
作
に
よ
り
動
作
信
号
を
出
力
し
て
い
る
状
態
は
動
作
可
能
と
み
な
す
。

 
  

22



  表
84
－

13
 

(6
) 
重
大
事
故
対
処
設
備
の
動
作
に
必
要
な
設
備
（
３
号
炉
）

 

設
 
備
 

適
用
モ
ー
ド
 

所
要
数
量
 

運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
措
置
 

確
認
事
項
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 

完
了
時
間
 

確
認
方
法
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

代
替
非
常
用
発
電
機
 

モ
ー
ド
１
、
２
、

３
、
４
、
５
お
よ

び
６
（
キ
ャ
ビ
テ

ィ
低
水
位

※
24
）
 

１
 

A
.代

替
非
常
用
発
電
機
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.1
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
代
替
非
常
用
発
電
機

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

7
2時

間
 

代
替

非
常

用
発

電
機

を
起

動
（
無
負
荷
運
転
）
し
、
運

転
状

態
に

異
常

が
な

い
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

1ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
（
当
直
）
 

B
.条

件
Aの

措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
か
っ
た

場
合
 

B
.1
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
、
３

お
よ
び
４
に
お
い
て
、
第

72
条
第
２
項

(2
)、

(3
)

に
定
め
る
事
項
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
は
 

B
.2
 発

電
課
長
（
当
直
）
は
、
モ
ー
ド
５
お
よ
び
６

(キ

ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位

)に
お
い
て
、
第

73
条
第
２
項

(
1)
に
定
め
る
事
項
を
確
認
す
る
。
 

2
4時

間
 

そ
の
後
の
２

週
間
に
１
回
 

加
圧
器
逃
が
し
弁
操
作
用
可
搬
型
窒
素

ガ
ス
ボ
ン
ベ
 

モ
ー
ド
１
、
２
、

３
お
よ
び
４
 

１
 

A
.加

圧
器
逃
が
し
弁
操
作
用

可
搬
型
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ

が
動
作
不
能
で
あ
る
場
合
 

A
.1
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
操

作
用
可
搬
型
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

7
2時

間
 

加
圧
器
逃
が
し
弁
操
作
用
可
搬

型
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が
充
て

ん
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
す
る
。
 

定
期
検
査
時
 

発
電
室
長
 

B
.条

件
Aの

措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
か
っ
た

場
合
 

B
.1
 
発
電
課
長
（
当
直
）
は
、
モ
ー
ド
１
、
２
お
よ

び
３
に
お
い
て
、
第

64
条
第
２
項

(6
)に

定
め
る

事
項
を
実
施
す
る
。
 

ま
た
は
 

B
.2
 発

電
課
長
（
当
直
）
は
、
モ
ー
ド
４
に
お
い
て
、

第
6
4
条

第
２

項
(7
)
に

定
め

る
事

項
を
実

施
す

る
。
 

2
4時

間
 

そ
の
後
の
２

週
間
に
１
回
 

※
24
：
キ
ャ
ビ
テ
ィ
低
水
位
と
は
、
原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
が

T.
P.
3
2.
32
ｍ
未
満
で
あ
る
場
合
を
い
う
。
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【
付
則
】
泊
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
変
更
比
較
表
（

1／
1）

 

 

変
更
前
 

変
更
後
 

備
 
考
 

 

付
 
則

 

  （
中
略
）
 

  

（
規
定
な
し
）
 

 

付
 
則
 

  （
中
略
）
 

  付
則
（
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

（
施
行
期
日
）
 

第
１
条
 
こ
の
規
定
は
、
 
 
年
 
 
月
 
 
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

 ２
 
こ
の
規
定
の
第
84
条
（
重
大
事
故
対
処
設
備
）
に
つ
い
て
は
、
当
該
号
炉
に
係
る
記
載
が
あ
る
場
合
に
適
用
す

る
。
 

       ・
こ
の
規
定
は
、
原
子
力
規
制
委

員
会
の
認
可
を
受
け
た
日
か

ら
１
０
日
以
内
に
施
行
す
る
。
 

 ・
３
号
炉
の
適
用
範
囲
の
規
定
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